
 

 

  

 

 

 

■ ３年ぶりに開催決定 『建まちセミナー2022』in 茨城 のご案内です 

豊かさ再構築   原発・新産業都市形成への道が残した今、 

茨城から日本の未来を展望しよう！！ 
◇９月１１日（日）13：00～ 

 講演会 会場：茨城県立青少年会館・大研修室（水戸市緑町 1-1-18） 開場 13：00～ 

 13：30～13：45 開会のあいさつ         片井克美（新建全国幹事会議長） 

 13：45～15：15 「原発ゼロ社会の議論をはじめよう」 乾 康代（新建全国代表幹事） 

 15：30～16：30 「“集住空間”のあり様を問い直す」  藤本昌也（新建全国代表幹事） 

 16：30～16：45 交流会・視察などの案内 

 

◇９月１１日（日）18：30～ 

夕食・交流会・宿泊 ホテル・ザ・ウエストヒルズ・水戸（水戸市大工町 1-2-1） 

シングルルーム（禁煙）（朝食付き） 

 

◇9 月 12 日（月）視察 

 大型バスで巡る茨城 

（定員 45 名－鋼材と関連をした視察です。バス視察だけの参加はできません） 

   茨城県会神原アパート（現代計画・藤本昌也氏、水戸市） 

東海村、落日荘（岩崎駿介氏、石岡市） 

 

◇参加費 

 ① 講座／夕食・交流会／宿泊～12 日バス視察  22,000 円   

 ② 講座／夕食・交流会／宿泊          16,000 円   

 ③ 講座／夕食・交流会              8,000 円   

 ④ 講座のみ参加                 1,500 円   

 

≪振込先≫  

三菱 UFJ 銀行 江戸川橋支店 （普通）1170307 新建築家技術者集団  8/10 迄 

 

 ※夕食・宿泊を伴う参加（①～③）キャンセルは、8/25 まで。 

それ以降はキャンセル料金が発生します。 

 

◇お申し込みは、新建全国ホームページから http://nu-au.com 宜しくお願い致します。 

 詳細は、別紙「建まちセミナー2022in 茨木」の案内をご覧ください。 

■新建築家技術者集団■        SHINKEN・AICHI・BRANCH・NEWS 
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■「居住福祉と「居住と福祉」」〜居住福祉と生活資本の構築(143) 

 

岡本 祥浩 

 

社会経済や人口構造の変化の影響を受けて、所得が増えないなど生活の維持に困窮する

人々が増えてきた。こうした状況を反映して「居住福祉」や「居住と福祉」に関心が集

まっている。この二つの言葉はよく似ているが、その意味は全く違う。 

「居住福祉」は「適切な居住が福祉(幸せ)を導く」を意味するが、「居住と福祉」は

「福祉が居住の課題を補う関係」を意味する。後者は言わば、福祉が居住の尻拭い役を果

たしていることを意味する。二つの言葉には、予防対策と事後対策と言う違いがある。 

本稿では居住の予防的役割を確認したいと思う。『居住福祉を学ぶ』(2022 年、東信

堂)に「住居の役割とその補完サービス」(p.15)をまとめているのでそれに従って考えて

みよう。表には八つの論点を示しているが、予防的論点として五つの論点を紹介しよう。 

第一は「命と身体」を守る論点である。地震や台風などの自然の猛威から身体を守る役

割が機能しなければ、救援や救急などの社会的機能を活用しなければならない。更にその

機能の違いは復旧や復興に格差をもたらすことを記憶しておかなければならない。 

第二は「健康を維持・増進」の論点である。人に適切な居住環境を維持できなければ、

心身の疾患や生活習慣の乱れをもたらす。不適切な温熱環境はヒートショックを起こしや

すく、浴室などでの溺死・溺水を増やす。精神的健康に大いなる影響を与える人と人との

関係や社会とのつながりは、階段や段差、エレベーターや便器・浴槽などの設備の影響を

受ける。さらにそれらは看護や介護の提供の質に影響を与える。高齢社会における医療費

や福祉費用の削減が話題になって久しいが、適切な居住はそれらの支出削減を実現する。 

第三に「疲労の回復と新たな活力」や第四の「次世代の育み」の論点である。日々の疲

労回復や次世代の育成の困難は、少子高齢化の深化や疾病の惹起につながる。住居が生活

や世帯再生の拠点にならなければならない。 

第五に「暮らしの拠点」の論点である。日々の生活は住宅内や世帯内で完結しない。社

会が有している就労、教育、商業、医療、行政、文化・芸術、娯楽やスポーツ、公園・緑

地などの生活を支える機能を活用する必要がある。またそれらの資源を活用して生活を実

現する仕組みや能力の「生活資本」を一人ひとりに構築しなければならない。そうでない

と買い物難民や医療難民、教育難民を産むことになる。 

「居住福祉」は事後対応ではなく、予防的機能であることを認識しないと、いつまで

経っても事後的対応に終始する悪循環から逃れられない。予防的機能を活かす「居住福

祉」の発想は安寧な社会創造に欠かせない。 

  

(中京大学教授、日本居住福祉学会会長、新建会員) 





■ 新建愛知支部 2022 年 6 月 支部幹事会だより 

6 月 21 日（火）19：00～21：00（オンライン） 

リモート参加者／入谷、奥野、川合、黒野、中森、福田、壬生、甫立 

（1） 太陽光発電『ベランダでソーラー発電』のワークショップを６月４日（土）で開催しました。 

（2） 中部ブロック会議を７月２０日（水）夜７時から予定をして、金沢セミナー等を話し合います。 

（3） 職人不足で困らない為に、共同事業化の組織検討を進める事を決めて、源樹会と連携をします。 

（4） 新建に協力してくれる施工者、職人、各種の営業さん等に声を掛けて、リスト化しています。 

（5） 「防災マニュアル」連絡網を利用して、支部企画、拡大と更に積極的に声掛けをしています。 

（6） 「建まち誌」への５０周年祝賀広告を募集しています。支部でまとめて、本部へ連絡をします。 

今後の幹事会は、7 月 19 日（火）、８月 23 日（火）、9 月 20 日（火）午後７時と決めました。 

❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖ 

■ 中部ブロックセミナーin 能登千里浜 １０月２２日（土）～２４日（日）開催案内 

 

コロナ感染が拡大される前に石川県での中部ブロックセミナーを開催予定でした。コロナ禍での延

期となっていましたが、この度、色々と協議をした結果、ブロックセミナーを開催する運びとなりま

した。 

 今回は、新建会員だけではなく、住まい手さんやご家族の参加もできるように企画をしています。 

会議室、宴会場、宿泊施設だけではなく、キャンプ場、温泉施設、サウナ、天文台、卓球などもあり、

講義の合間も家族などの参加者の方がのんびりと過ごすことができると思います。 

 新建活動を推進広めるために、ご家族のバックアップなども需要です。また、実際に仕事をされた

住まい手さんはじめ、職人さん、メーカーの営業さんなども気軽にお誘いができる企画として、考え

ています。 

日時：１０月２２日（土）～２４日（月） 

場所：休暇村 能登千里浜（のと ちりはま）石川県羽咋市（はくいし）羽咋町オ 70 

連絡：電話０７６７-２２-４１２１ FAX０７６７-２２-４３１４ 

※詳しくは、『休暇村 能登千里浜』のホームページをご覧ください。 

    

       休暇村 全体                会議室 

    

        温泉施設                  キャンプ場 


